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全国一般石川地方労組門前サンケン支部工場閉鎖問題
親会社・サンケン電機の団交拒否に対する抗議行動の取り組みについて
連日のご健闘に対して心から敬意を表します。

さて、全国一般石川地方労組門前サンケン支部（組合員120名）の職場である石川サンケン㈱門前工場を、会社側が本年３月末をもって閉鎖したいと提案（昨年２月）してきた問題で、全国一般石川地方労組は、今日まで石川サンケン㈱と19回の団体交渉を重ねてきましたが、会社は“閉鎖ありき”の姿勢に固執したままこう着状態が続いており、話し合いはすべて拒否され、石川サンケン㈱も協議の取次ぎを拒んでいます。本年１月、正式に直接団体交渉をサンケン電気㈱に申し入れたものの、これにも「応じない」旨回答がありました。
さらに、全国一般石川地方労組は、親会社による団体交渉拒否は労組法第7条で禁じられている不当労働行為であるとして、石川県労働委員会に救済申立を行い、サンケン電気㈱本社に対する団交申入れ・ビラまき・街宣行動を自治労埼玉県本部及び東京都本部の協力で実施してきています。
自治労中央本部の第12回中央執行委員会（2月14日開催）では、全国一般評議会をはじめ、各県本部・単組の協力により抗議行動の取り組みを行うことが確認されました
つきましては、北海道本部としても、下記のとおり「抗議行動」を取り組むことといたしますので、各地方本部・単組、総支部等のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。
※道本部ホームページ（単組・組合員用専用）に掲載します。データをご活用ください。

記
１．取組期間　　2011年2月25日（金）～2011年3月15日（火）
２．抗議及び要請書
下記【例文】を参考に、レタックス・電報またはハガキで送付してください。

【例　文】 

・サンケン電気は石川サンケン門前工場閉鎖提案撤回について団交に応じて下さい。
・サンケン電気は組合嫌悪と団交拒否という不当労働行為は直ちにやめて下さい。
・会社は組合差別をやめ、石川サンケン門前工場に新製品と社員を入れるべきです。
・会社は地域振興企業としての原点に帰り、石川サンケン門前工場を存続すべきです。
・経営責任の「赤字」を口実に、子会社の労働者に犠牲を押し付けないで下さい。
・門前地域で働いて生活していける雇用と職場を奪わないで下さい。　　　　　など…
※例文の組み合わせや独自の抗議文でも構いません。ただし、形式は「ですます調」とし、経営者（その家族含む）に対する脅し・人格攻撃と受け取られ得るような内容は避けてください。

３．送付先

以下の２つの会社宛に、それぞれ抗議文を集中してください。

①〒352-8666　埼玉県新座市北野三丁目６番３号　　
サンケン電気株式会社 

代表取締役社長　　　飯島　貞利　宛て
②〒925-0151　石川県羽咋郡志賀町梨谷小山ハの５番地

石川サンケン株式会社
代表取締役社長　　　浦上　重信　宛て
４．取組報告期日
取り組みの結果については、別紙1の取組報告書に記入し、道本部組織部までＦＡＸ願います。

　締め切り　2011年3月18日（金）必着
５．その他

・全国一般石川地方労組門前サンケン支部工場閉鎖撤回闘争の経過　別紙2参照
　不明な点は、道本部組織部（松岡・中野渡・高山）までお問い合わせください。

以　上

別紙１
道本部・組織部（松岡・中野渡・高山）宛て　　2011年３月18日（金）必着
ＦＡＸ　０１１-７００-２０５３

全国一般石川地方労組門前サンケン支部工場閉鎖問題
親会社・サンケン電機の団交拒否に対する抗議行動　報告書

単組・総支部名：　　　　　　　　　 　　　　　　　報告者名：　　　　　　　　　　　
	抗議文送付数

	　部


※取り組みした機関名（単組、○○評議会、○○部、○○部会等の名称）を記入ください 

	


別紙２
＜全国一般石川地方労組門前サンケン支部工場閉鎖撤回闘争の経過＞
全国一般石川地方労組門前サンケン支部（組合員120名）の職場である石川サンケン㈱門前工場を、会社側が本年３月末をもって閉鎖したいと提案（昨年２月）してきた問題で、今日まで石川地方労組は、職場と雇用と生活を守るため工場の存続を求めて取り組んでいます。
石川地方労組は今日まで石川サンケン㈱と19回の団体交渉を重ねたが、最初の団交で「交渉協議・合意の上、解決をはかる」旨の労働協約を締結して以後、会社は“閉鎖ありき”の姿勢に固執したままこう着状態が続いています。石川サンケン㈱は、サンケン電気㈱（埼玉県新座市）の100％子会社です。親会社サンケン電気㈱が生殺与奪の権限を握っており、今般の工場閉鎖提案も、サンケン電気㈱の指揮のもと引き起こされたことは明らかです。
この間、石川地方労組、全国一般評議会、国会議員が同行してサンケン電気㈱に話し合いを求めたが（2010年８月４日、10日）、すべて拒否され、石川サンケン㈱も協議の取次ぎを拒んでいます。本年１月、正式に直接団体交渉をサンケン電気㈱に申し入れたが、これも「応じない」旨回答がありました。
1973年の支部結成以来、会社は組合を嫌悪し、不当労働行為を行ってきたが今般の工場閉鎖提案の背後には組合つぶしの底流があります。ここに至って、石川地方労組は、親会社による団体交渉拒否は労組法第7条で禁じられている不当労働行為であるとして、石川県労働委員会に本年１月28日に救済申立を行いました。今月２月１８日、サンケン電気㈱に対する団交申入れ・ビラまき・街宣行動を自治労埼玉県本部及び東京都本部の協力で実施しました。
（2010年2月）
2/23　第1回団体交渉
会社、口頭で門前工場閉鎖を提案
　　　「組合との誠実な交渉協議・合意にもとづいて解決をはかる」との労働協約を締結
　　　組合、全組合員集会で工場閉鎖提案の白紙撤回を求めていくことを決議。
3/17　第3回団体交渉
　　　会社、書面で門前工場閉鎖を正式に提案
31　第4回団体交渉
　　　組合、工場閉鎖撤回を求める全従業員署名を会社に提出
4/14　組合、輪島市長に申入れ
4/下旬～5/連休　組合員が地域署名ローラー
5/14　第8回団体交渉
　　　会社、閉鎖は撤回できないとの文書による回答
6/7　 組合、サンケン電気本社訪問（亀崎事務局長同行）
本社（沖野執行役員）に対し、地域署名を提出、門前工場存続を申入れ
9　 組合、輪島市に対し、地域署名を提出。
11　県議会　宮下登詩子県議が代表質問
17　県議会予算委員会　盛本県議が質問
　　　輪島市議会　西市議が質問
　　　第11回団体交渉
組合、会社に地域署名提出
18　輪島市議会　高田市議が質問
25　第12回団体交渉
　　　会社、本社「回答書」を交付
7/ 6　工場長より設備移管の申入れ
　14　組合、「見解及び質問状」を提出、一方的な移管に反対
　21　第13回団体交渉
　　　組合、労使合意なき一方的な設備移管に反対
団交終了後、工場長より「移管は一時保留する」旨の通知
23　輪島市長のサンケン電気本社申入れの結果報告
8/ 4　吉泉秀男社民党衆議院議員がサンケン電気本社へ申入れ（亀崎事務局長が同行）
　　　本社、受付を拒否
　10　近藤和也民主党衆議院議員が本社申入れ（亀崎事務局長が同行）
本社、同様の対応で拒否
9/ 17　社民党県連、会社（堀松）へ門前工場存続の申入れ（亀崎事務局長が同行）
　　24　第15回団体交渉
会社が8ヶ月めにして初めて決算資料の一部を開示
10/ 19　連合石川能登地協、工場存続要請署名提出（輪島市、会社）
12/ 22　組合、サンケン電気本社との協議について、会社に取次ぎ要請
（2011年1月）
1/ 7　会社、サンケン電気本社への取次ぎを拒否
14　第19回団体交渉
　　工場閉鎖問題についてサンケン電気本社の責任が明らかに
　　組合、サンケン電気本社に団体交渉を求める旨、会社に通知
16　組合、サンケン電気本社に直接団体交渉申入れ（内容証明郵便）
21　サンケン電気、組合の団交申入れに応じない旨の回答
28　組合、県労委に不当労働行為救済申立
　2/18　サンケン電機に対する団交申入れ、ビラまき、街宣行動
　　　
以　上









